
は
じ
め
に

写
本
一
切
経
は
奈
良
時
代
か
ら
多
く
書
写
さ
れ
て
き
た
が
、
南
北
朝
か

ら
室
町
時
代
に
成
立
し
た
も
の
は
少
な
い
。『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』

六
〇
〇
巻
や
五
部
（
華
厳
経
・
大
集
経
・
般
若
経
・
法
華
経
・
大
般
涅
槃

経
）
大
乗
経
な
ど
比
較
的
大
部
の
経
典
の
書
写
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
一

切
経
の
書
写
は
稀
で
あ
る
。
写
経
に
は
誤
字
・
脱
字
が
生
じ
る
の
が
常
で

あ
り
、
ま
た
日
数
も
要
す
る
。
鎌
倉
時
代
以
降
、
版
本
大
蔵
経
が
中
国
や

朝
鮮
半
島
か
ら
伝
来
す
る
た
め
、そ
れ
が
、一
切
経
が
書
写
さ
れ
な
く
な
っ

た
理
由
の
一
つ
か
も
し
れ
な
い
。
さ
て
、
応
永
十
九
年
（
一
四
一
二
）
に

書
写
さ
れ
た
北
野
社
一
切
経
の
存
在
は
有
名
で
あ
り
、
そ
れ
を
も
っ
て
日

本
で
の
一
切
経
書
写
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
（
1
）。

そ
の
北
野
社
一
切
経
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
八
年
に
臼
井
信
義
氏
に

よ
っ
て
詳
細
な
研
究
が
す
で
に
な
さ
れ
て
い
る
（
2
）。
し
か
し
、
そ
の
後
そ
れ

に
注
目
し
た
研
究
は
少
な
い
。
島
田
治
氏
は
、
一
切
経
書
写
の
願
主
で
あ

る
増
吽
と
増
範
に
注
目
し
て
検
討
し
て
お
り
（
3
）、
萩
野
憲
司
氏
は
、
水
主
神

社
の
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
と
北
野
社
一
切
経
と
の
関
連
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
（
4
）。
た
だ
、
北
野
社
一
切
経
に
つ
い
て
の
書
誌
学
的
な
研
究
は

現
在
ま
で
十
分
と
は
言
え
ず
、
そ
の
底
本
は
ほ
と
ん
ど
が
思
渓
版
大
蔵
経

で
あ
り
、
ご
く
一
部
高
麗
版
大
蔵
経
が
混
ざ
っ
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ

る
（
5
）。『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
は
一
行
十
四
字
詰
で
あ
る
と
い
う
版
式
面

と
高
麗
版
大
蔵
経
の
刊
記
が
転
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
底
本

と
し
て
書
写
さ
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
が
（
6
）、
そ
の
底
本
の
検
討
に
お
い

て
、
高
麗
版
大
蔵
経
の
特
徴
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
詳
細
な
検
討
は
不
十

分
で
あ
る
。
ま
た
、
高
麗
版
大
蔵
経
と
の
関
連
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の

伝
来
に
関
し
て
も
あ
る
程
度
の
時
期
が
絞
り
込
め
る
で
あ
ろ
う
と
考
え

る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
北
野
社
一
切
経
の
底
本
に
つ
い
て
再
検
討
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
伝
来
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。

北
野
社
一
切
経
の
底
本
と
そ
の
伝
来
に
つ
い
て
の
考
察馬　

　

場　
　

久　
　

幸
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一
〇
二

一
、
北
野
社
一
切
経
の
底
本
の
検
討

1
．
北
野
社
一
切
経
の
現
状

北
野
経
王
堂
願
成
寺
は
、
足
利
義
満
が
明
徳
の
乱
（
一
三
九
一
）
の
戦

死
者
を
弔
う
た
め
、
応
永
八
年
（
一
四
〇
一
）
に
北
野
天
満
宮
の
境
内
に

創
建
さ
れ
た
寺
で
あ
る
。
こ
の
北
野
経
王
堂
に
納
め
ら
れ
た
一
切
経
は
、

明
治
時
代
初
期
の
神
仏
分
離
に
よ
っ
て
破
却
さ
れ
現
在
大
報
恩
寺
（
千
本

釈
迦
堂
）
に
伝
わ
っ
て
い
る
。

こ
の
一
切
経
は
、
応
永
十
九
年
（
一
四
一
二
）
に
北
野
経
王
堂
の
覚
蔵

坊
増
範
と
い
う
僧
が
発
願
し
、
同
年
三
月
十
七
日
か
ら
八
月
十
八
日
ま
で

の
五
ヶ
月
と
い
う
非
常
に
短
い
期
間
に
、
東
は
越
後
・
尾
張
、
西
は
九
州

肥
前
・
薩
摩
な
ど
諸
国
の
僧
俗
二
百
余
人
の
合
力
を
得
て
勧
進
書
写
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

一
切
経
の
帖
数
は
、補
写
を
含
め
て
五
〇
四
八
帖
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

昭
和
五
六
年
六
月
九
日
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
五
〇
四
八
帖
と

は
、『
開
元
釈
教
録
』
に
入
蔵
さ
れ
て
い
る
経
典
の
総
数
と
し
て
定
め
ら
れ

た
数
字
で
あ
る
。
最
初
の
刊
本
大
蔵
経
で
あ
る
宋
の
勅
版
大
蔵
経
を
は
じ

め
と
し
て
、
歴
代
の
刊
本
大
蔵
経
は
こ
れ
を
基
準
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

北
野
社
一
切
経
は
、
偶
然
に
も
そ
れ
と
同
じ
数
字
で
あ
る
が
、『
大
般
若
波

羅
蜜
多
経
』だ
け
を
見
て
も
、元
来
は
六
〇
〇
帖
で
あ
る
が
現
在
は
五
六
二

帖
し
か
な
く
、
三
八
帖
は
欠
本
の
状
態
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
北
野
社
一
切

経
は
五
〇
四
八
と
い
う
数
字
に
合
わ
せ
て
後
世
に
補
写
さ
れ
た
も
の
で
は

な
く
、偶
然
そ
の
よ
う
な
帖
数
に
な
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

『
北
野
経
王
堂
一
切
経
目
録
（
7
）』
に
よ
る
と
、
応
永
十
九
年
（
一
四
一
二
）

に
書
写
さ
れ
た
経
典
は
四
八
一
六
帖
、
明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）
と
文
亀

元
年
（
一
五
〇
一
）
の
室
町
時
代
後
期
に
書
写
さ
れ
た
経
典
が
八
二
帖
、

江
戸
時
代
に
入
っ
た
慶
長
年
間
と
元
禄
年
間
に
書
写
さ
れ
た
経
典
が

一
五
〇
帖
あ
る
こ
と
か
ら
、何
度
か
補
写
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

現
在
の
北
野
社
一
切
経
は
折
本
装
で
あ
る
が
、元
来
は
巻
子
本
で
あ
っ
た
。

目
録
の
「
時
代
」
欄
に
「
大
破
」「
中
破
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が

多
い
こ
と
か
ら
、
目
録
が
作
ら
れ
た
当
時
か
ら
経
典
の
状
態
は
良
好
で
は

な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

2
．
北
野
社
一
切
経
の
底
本

⑴　
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』

北
野
社
一
切
経
の
底
本
に
つ
い
て
は
、
各
経
典
に
付
さ
れ
て
い
る
千
字

文
凾
号
か
ら
判
断
し
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
宋
の
思
渓
版
大
蔵
経
で
あ
る

が
、『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
第
五
三
一
か
ら
五
三
四
ま
で
は
、
高
麗
版

大
蔵
経
の
刊
記
が
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
部
分
だ
け
は
高
麗

版
大
蔵
経
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
8
）。
ま
た
、
元
禄
年
間
に
補
写
さ
れ

た
際
に
は
、
底
本
と
し
て
黄
檗
版
大
蔵
経
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
奥
書

き
か
ら
確
認
さ
れ
て
お
り
、『
大
乗
比
喩
王
経
』・『
大
哀
経
』（
千
字
文
凾
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一
〇
三

号
「
發
」
函
）
や
『
諸
法
本
無
経
』（
千
字
文
「
常
」
一
五
二
函
）
の
巻
頭

に
開
元
寺
版
大
蔵
経
の
刊
記
が
転
写
さ
れ
て
い
る
。
北
野
社
一
切
経
の
底

本
と
な
っ
た
大
蔵
経
は
、
混
合
蔵
の
可
能
性
が
高
く
、
そ
れ
ら
の
特
定
は

困
難
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
（
9
）。
室
町
時
代
後
期
や
江
戸
時
代
に
補
写
さ

れ
た
時
の
底
本
に
つ
い
て
は
、
黄
檗
版
大
蔵
経
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
に

所
蔵
さ
れ
て
い
た
経
典
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
一
切
経

が
書
写
さ
れ
た
当
時
、
つ
ま
り
応
永
十
九
年
（
一
四
一
二
）
に
書
写
さ
れ

た
経
典
に
限
り
、
そ
の
底
本
に
つ
い
て
再
度
検
討
す
る
。

北
野
社
一
切
経
の
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
は
五
六
二
巻
が
現
存
し
て

い
る
。
そ
の
中
の
巻
第
十
は
室
町
時
代
後
期
の
補
写
で
あ
り
、
巻
第
十
六

は
元
禄
年
間
の
補
写
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
版
式
は
、
と
も
に
一
行
十
七
字

詰
で
あ
る
こ
と
か
ら
検
討
の
対
象
か
ら
外
す
。

①
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
の
底
本
の
再
検
討

応
永
十
九
年
に
書
写
さ
れ
た
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
の
版
式
は
、
一

行
十
四
字
詰
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
版
式
を
持
っ
た
経
典
は
珍
し
く
、
そ

れ
も
同
様
の
大
蔵
経
は
、
宋
の
勅
版
大
蔵
経
、
金
刻
大
蔵
経
、
高
麗
版
大

蔵
経
な
ど
が
あ
る
。

宋
の
勅
版
大
蔵
経
は
、『
開
元
釈
教
録
』
の
入
蔵
録
に
定
め
ら
れ
た

一
〇
七
六
部
五
〇
四
八
巻
の
数
に
合
わ
せ
て
刊
行
さ
れ
た
。
装
丁
は
巻
子

本
で
、
版
式
は
一
行
十
四
字
詰
で
あ
る
。
北
宋
の
開
宝
五
年
（
九
七
二
）

か
ら
太
平
興
国
八
年
（
九
八
三
）
ま
で
の
十
二
年
を
か
け
て
完
成
し
た
最

初
の
刊
本
大
蔵
経
で
あ
る
。

こ
の
大
蔵
経
の
系
譜
を
受
け
継
ぐ
も
の
と
し
て
、金
刻
大
蔵
経
が
あ
る
。

こ
れ
は
皇
帝
の
勅
版
や
権
力
者
に
よ
る
出
版
で
は
な
く
、
民
間
で
造
ら
れ

た
大
蔵
経
で
あ
る
。
各
経
典
の
刊
記
に
よ
れ
ば
、皇
統
九
年
（
一
一
四
九
）

か
ら
大
定
十
三
年
（
一
一
七
三
）
頃
ま
で
の
二
五
年
を
か
け
、
山
西
南
部

の
解
州
天
寧
寺
で
造
ら
れ
た
。
版
式
は
一
行
十
四
字
詰
一
張
二
十
三
行
の

巻
子
本
で
、
最
初
の
余
白
に
経
論
名
「
第　

巻
」「
第　

張
」「　

字
号
」

の
柱
題
が
あ
る
点
は
、
宋
の
勅
版
大
蔵
経
と
同
様
で
あ
る
。

高
麗
版
大
蔵
経
は
、
宋
の
勅
版
大
蔵
経
の
影
響
を
受
け
て
、
顕
宗
朝
に

造
ら
れ
た
大
蔵
経
と
高
宗
朝
に
造
ら
れ
た
大
蔵
経
の
二
種
類
が
あ
る
。
一

般
的
に
、
前
者
を
初
雕
大
蔵
経
と
い
い
、
後
者
を
再
雕
大
蔵
経
と
い
う
。

こ
れ
ら
は
、
他
国
の
侵
入
を
仏
力
に
よ
っ
て
退
散
さ
せ
る
た
め
に
造
ら
れ

た
大
蔵
経
で
あ
る
が
、
後
者
の
再
雕
大
蔵
経
は
、
宋
の
勅
版
大
蔵
経
や
契

丹
版
大
蔵
経
、初
雕
大
蔵
経
な
ど
を
校
訂
し
て
造
ら
れ
た
。
両
者
と
も
に
、

ほ
ぼ
一
行
十
四
字
詰
一
張
二
十
三
行
の
版
式
で
あ
る
が
、
華
厳
部
に
関
し

て
は
、
高
麗
版
大
蔵
経
（
再
雕
大
蔵
経
）
が
造
ら
れ
た
当
時
、
高
麗
国
内

で
流
通
し
て
い
た
も
の
を
採
用
し
た
た
め
、
一
行
十
七
字
詰
で
あ
る
。

高
麗
版
大
蔵
経
は
、
応
永
年
間
に
朝
鮮
か
ら
多
数
齎
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
関
し
て
は
後
述
す
る
が
、
一
行
十
四
字
詰
の
版
式
を
持
つ
三
種
類
の

大
蔵
経
の
中
で
、
北
野
社
一
切
経
が
書
写
さ
れ
た
年
代
か
ら
す
る
と
、
高
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一
〇
四

麗
版
大
蔵
経
を
底
本
に
し
て
い
る
可
能
性
が
最
も
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

宋
の
勅
版
大
蔵
経
は
、
奝
然
（
？
〜
一
〇
一
六
）
に
よ
っ
て
宋
か
ら
齎
さ

れ
た
事
例
は
あ
る
が
、
そ
れ
以
後
の
流
布
は
不
明
で
あ
る
。
金
刻
大
蔵
経

に
つ
い
て
も
、
日
本
に
伝
来
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

②  

北
野
社
一
切
経
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
に
見
え
る
刊
記
と
高
麗
版
大

蔵
経
の
特
徴

北
野
社
一
切
経
の
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
第
五
三
一・
五
三
二
・

五
三
三
・
五
三
四
の
四
帖
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
最
後
に
「
己
亥
歳　

高
麗
国

大
蔵
都
監
奉
／
勅
雕
造
」
と
い
う
刊
記
が
書
写
さ
れ
て
い
る
（
10
）。
高
麗
版
大

蔵
経
に
も
、各
帖
の
最
後
に「
○
○
歳　

高
麗
国
大
蔵
都
監
奉
／
勅
雕
造
」、

「
○
○
高
麗
国
分
司
大
蔵
都
監
／
勅
雕
造
」な
ど
五
種
類
の
刊
記
が
印
刷
さ

れ
て
い
る
（
11
）。
こ
の
刊
記
の
干
支
で
あ
る
「
己
亥
歳
」
は
一
二
三
九
年
を
指

し
、
こ
の
年
に
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
第
五
三
一
な
ど
の
版
木
が
雕

造
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。「
高
麗
国
大
蔵
都
監
奉
／
勅
雕
造
」
と
は
、

高
麗
時
代
に
大
蔵
都
監
と
い
う
機
関
が
設
置
さ
れ
、
そ
こ
で
大
蔵
経
の
雕

造
事
業
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
国
家

を
挙
げ
て
の
大
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
前
記
の
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
の
四
帖
に
書
写
さ
れ
て
い

る
刊
記
と
高
麗
版
大
蔵
経
の
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
の
該
当
箇
所
を
比

較
し
て
み
た
。
干
支
は
両
者
と
も
に
「
己
亥
」
で
あ
り
、「
高
麗
国
大
蔵
都

監
奉
／
勅
雕
造
」
の
部
分
も
同
じ
で
あ
っ
た
。

③  

北
野
社
一
切
経
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
に
見
え
る
柱
題
と
高
麗
版
大

蔵
経
の
特
徴

『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
第
五
一
に
は
、「
大
般
若
第
五
十
一　

第　

張　

宙
」
と
い
う
柱
題
が
書
写
さ
れ
て
い
る
（
12
）。
高
麗
版
大
蔵
経
は
各
張
の

前
か
後
に
必
ず
印
刷
さ
れ
て
お
り
、
前
に
あ
る
場
合
は
版
首
題
、
後
に
あ

る
場
合
は
版
尾
題
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
版
木
一
枚
一
枚
に
彫
ら

れ
て
お
り
、
ど
の
経
典
の
何
巻
何
張
か
を
確
認
す
る
た
め
の
役
割
も
果
し

て
い
る
。「
大
般
若
」
と
は
経
典
名
、つ
ま
り
「
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
」
を
、

五
一
と
は
巻
第
五
一
、「
張
」
は
張
数
を
、「
宙
」
は
千
字
文
凾
号
を
そ
れ

ぞ
れ
示
す
。
柱
題
の
下
に
は
、
そ
の
版
木
の
刻
工
者
名
が
刻
ま
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
る
が
、『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
第
五
一
に
は
、
刻
工
者
名
が

刻
ま
れ
た
形
跡
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
柱
題
が
版
木
一
枚
一
枚
に
刻
ま

れ
て
い
る
こ
と
も
高
麗
版
大
蔵
経
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

影
印
本
で
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
第
五
一
の
版
心
を
確
認
し
て
み

る
と
、
各
張
の
後
に
印
刷
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
柱
題
は
「
経
」
字
の
有
無

に
よ
り
二
種
類
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。一
つ
は
㋐「
大
般
若
経
第
五
十
一　

第　

張　

宙
」、も
う
一
つ
は
㋑
「
大
般
若
第
五
十
一　

第　

張　

宙
」
で

あ
る
。
ま
た
、『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
第
五
一
は
二
三
張
で
あ
り
、
第

一
張
を
除
い
て
す
べ
て
に
柱
題
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
二
張
か
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ら
二
三
張
ま
で
の
柱
題
を
見
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

㋐
の
柱
題
が
あ
る
の
は
、
二
、三
、七
、十
二
、十
三
、十
四
、十
五
、

十
六
、十
七
、十
八
、十
九
、二
十
、二
一
、二
二
、二
三
張
で
あ
る
。㋑
の
柱
題

が
あ
る
の
は
、
四
、五
、六
、八
、九
、十
、十
一
張
で
あ
る
。

北
野
社
一
切
経
の
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
第
五
一
に
書
写
さ
れ
て

い
る
柱
題
は
後
者
㋑
で
あ
る
た
め
、
四
、五
、六
、八
、九
、十
、十
一
張
の
ど

れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
、北
野
社
一
切
経
の
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
の
中
で
、応
永
十
九

年
に
書
写
さ
れ
た
も
の
は
、
高
麗
版
大
蔵
経
の
三
つ
の
特
徴
と
一
致
す
る

こ
と
が
わ
か
り
、北
野
社
一
切
経
の
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
の
底
本
は
、

高
麗
版
大
蔵
経
の
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

北
野
社
一
切
経
は
、『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
だ
け
を
見
て
も
書
写
の
統

一
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
刊
記
や
柱
題
が
あ
っ
た
り
な

か
っ
た
り
す
る
の
は
な
ぜ
な
か
。
こ
れ
は
、
写
経
す
る
過
程
で
の
問
題
で

あ
る
。
書
写
す
る
際
、二
百
人
が
携
わ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

刊
記
や
柱
題
ま
で
を
含
む
か
ど
う
か
の
統
一
が
困
難
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
特
に
、
柱
題
は
経
文
の
内
容
と
は
一
切
関
係
が
な
い
た
め
、
ほ
と

ん
ど
の
場
合
は
書
写
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
偶
然
『
大

般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
第
五
一
で
は
書
写
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
底
本

が
高
麗
版
大
蔵
経
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

⑵　

そ
れ
以
外
の
経
典

応
永
十
九
年
に
書
写
さ
れ
た
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
の
底
本
は
、
高

麗
版
大
蔵
経
の
特
徴
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
底
本
に
し
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
た
。

で
は
、
そ
れ
以
外
の
経
典
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
応
永
十
九
年

（
一
四
一
二
）
に
書
写
さ
れ
た
経
典
の
ほ
と
ん
ど
は
、一
行
十
七
字
詰
で
あ

る
が
、
一
部
は
以
下
の
よ
う
に
一
行
十
四
字
詰
の
経
典
も
あ
る
。
そ
れ
を

挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
衣
」　
『
離
垢
施
女
経
』

「
可
」　  『
大
方
広
円
覚
修
多
羅
了
義
経
』
上
・
下
巻
（
高
麗
版
、
思
渓

版
は
一
巻
）（400

）

「
曲
」　
『
一
字
頂
輪
王
瑜
伽
觀
行
儀
軌
』（1320

）

　
　
　
『
大
虚
空
蔵
菩
薩
念
誦
法
』（1324

）

　
　
　
『
仁
王
般
若
念
誦
法
』（1322

）（
以
上
三
巻
一
帖
）

　
　
　
『
仏
説
如
幻
三
摩
地
無
量
印
法
門
』（1450

）　
（
三
巻
ニ
帖
）

　
　
　
『
仏
説
蟻
喩
経
』（1451

）

　
　
　
『
金
剛
寿
命
陀
羅
尼
念
誦
法
』（1319

）　
（
以
上
二
巻
一
帖
）

　
　
　
『
広
釈
菩
提
心
論
』（1449

）　
（
二
帖
）

　
　
　
『
甘
露
軍
荼
利
菩
薩
供
養
念
誦
成
就
儀
軌
』（1326

）　
（
一
帖
）

　
　
　
『
一
切
秘
密
最
上
名
義
大
教
王
義
軌
』（1452

）　
（
一
帖
）
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『
一
字
頂
輪
王
念
誦
儀
軌
』
一
巻
（1321

）

　
　
　
『
瑜
伽
蓮
華
部
念
誦
法
』
一
巻
（1325

）　
（
以
上
二
巻
一
帖
）

　
　
　
『
観
自
在
多
羅
瑜
伽
念
誦
法
』

　
　
　

  『
聖
觀
自
在
菩
薩
心
眞
言
瑜
伽
觀
行
儀
軌
』（1327

）　
（
以
上

二
巻
一
帖
）

「
衣
」「
可
」「
曲
」
は
、
千
字
文
凾
号
を
表
し
、（400

）、（1320

）
な
ど

は
、
高
麗
版
大
蔵
経
の
通
番
（
K
番
号
）
を
示
す
。
し
か
し
、
思
渓
版
大

蔵
経
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
増
上
寺
の
『
増
上
寺
三
大
蔵
経
目
録
』
で
確
認

す
る
と
、
臼
井
信
義
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
千
字
文
凾
号
は

思
渓
版
大
蔵
経
と
一
致
し
、
高
麗
版
大
蔵
経
と
は
一
致
し
な
い
。
ま
た
、

千
字
文
凾
号
「
曲
」
に
入
っ
て
い
る
経
典
も
、
高
麗
版
大
蔵
経
の
順
番
と

は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。「
曲
」
内
で
の
順
番
は
前
後
す
る
が
、凾
内

の
経
典
は
一
致
す
る
。
た
だ
、
北
野
社
一
切
経
で
は
、『
大
方
広
円
覚
修
多

羅
了
義
経
』
が
上
・
下
巻
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
思
渓
版
大
蔵
経
で
は
一

巻
本
で
あ
る
点
が
異
な
る
。

し
か
し
、『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
以
外
の
ほ
と
ん
ど
の
経
典
は
一
行

十
七
字
詰
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
底
本
は
恐
ら
く
思
渓
版
大
蔵
経
で
あ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
十
五
部
の
版
式
は
高
麗
版
大
蔵
経
と
同
様
に

一
行
十
四
字
詰
で
あ
る
。
版
式
か
ら
考
え
る
と
、
こ
れ
ら
十
五
部
の
底
本

は
、
一
行
十
七
字
詰
の
思
渓
版
大
蔵
経
で
は
な
く
、
一
行
十
四
字
詰
の
高

麗
版
大
蔵
経
で
あ
り
、
何
ら
か
の
事
情
で
混
ざ
っ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

二
、
北
野
社
一
切
経
の
底
本
の
伝
来
に
つ
い
て

1
．
北
野
社
と
足
利
氏
の
関
係

さ
て
、
北
野
社
一
切
経
の
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
の
底
本
が
高
麗
版

大
蔵
経
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
以
外
の
経
典
に
も
一
行
十
四
字
詰
の
経

典
が
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
も
同
様
の
可
能
性
が
高
い
こ
と

が
確
認
で
き
た
。
そ
こ
で
、
北
野
社
一
切
経
の
底
本
と
な
っ
た
大
蔵
経
の

伝
来
時
期
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

周
知
の
よ
う
に
、
北
野
社
一
切
経
は
応
永
十
九
年
（
一
四
一
二
）
に
北

野
経
王
堂
の
覚
蔵
坊
増
範
と
い
う
僧
が
発
願
し
、
同
年
三
月
か
ら
八
月
ま

で
の
五
ヶ
月
と
い
う
期
間
で
書
写
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
目
的
は
、
北
野
で

毎
年
三
月
に
将
軍
に
よ
っ
て
執
行
さ
れ
た
北
野
社
一
切
経
会
の
た
め
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
（
13
）、
足
利
将
軍
家
と
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
北

野
社
と
足
利
将
軍
家
は
、
北
野
社
一
切
経
が
書
写
さ
れ
る
以
前
か
ら
親
交

が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
北
野
万
部
経
会
の
存
在
で
あ
る
。
北
野

万
部
経
会
は
、
明
徳
の
乱
で
討
ち
死
に
し
た
山
名
氏
清
を
は
じ
め
、
多
く

の
人
馬
の
霊
を
弔
う
た
め
に
、
将
軍
足
利
義
満
が
戦
場
で
あ
っ
た
内
野
で

大
施
餓
鬼
会
を
行
っ
た
と
さ
れ
、
こ
れ
が
万
部
経
会
の
草
創
と
な
っ
た
。
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以
後
、
天
文
十
四
年
（
一
五
四
五
）
ま
で
行
わ
れ
た
（
14
）。
そ
の
開
催
を
奉
行

し
、
道
場
で
あ
る
経
王
堂
を
管
理
し
て
い
た
の
は
、
一
切
経
書
写
の
大
願

主
で
も
あ
る
覚
蔵
坊
増
範
で
あ
る
。覚
蔵
坊
の
経
奉
行
と
し
て
の
職
務
は
、

①
経
王
堂
の
管
理
、
②
経
会
に
招
請
す
る
経
僧
の
確
保
、
③
経
僧
に
与
え

る
経
典
の
管
理
、
④
経
会
に
か
か
る
料
足
の
管
理
、
⑤
勧
進
活
動
な
ど
で

あ
っ
た
（
15
）こ
と
か
ら
、
そ
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
北
野
社

一
切
経
を
書
写
す
る
際
に
、
願
主
で
あ
っ
た
覚
蔵
坊
増
範
は
底
本
と
な
る

大
蔵
経
を
探
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

2
．
北
野
社
一
切
経
の
底
本
と
な
っ
た
大
蔵
経
の
伝
来
時
期

『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
や
『
善
隣
国
宝
記
』
の
記
録
に
よ
る
と
、応
永
年
間

か
ら
天
文
年
間
ま
で
に
、
日
本
で
は
足
利
将
軍
家
を
は
じ
め
と
し
て
諸
大

名
が
朝
鮮
（
高
麗
版
）
大
蔵
経
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
間
、
日
本
に
齎
さ

れ
た
（
高
麗
版
）
大
蔵
経
は
四
五
蔵
に
及
ぶ
（
16
）。
北
野
社
一
切
経
の
底
本
に

高
麗
版
大
蔵
経
が
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
恐
ら
く
こ
の
頃
に
齎
さ
れ

た
大
蔵
経
を
底
本
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
そ
れ
が
い
つ
誰
の
手

に
よ
っ
て
齎
さ
れ
た
の
か
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
北
野
社
一
切
経
書
写
の

願
主
で
あ
る
覚
蔵
坊
増
範
は
、
北
野
万
部
経
会
の
中
心
人
物
で
あ
り
、
足

利
将
軍
家
と
の
関
係
が
深
か
っ
た
。
底
本
と
な
っ
た
大
蔵
経
に
関
し
て
も

足
利
将
軍
家
と
の
関
係
が
払
拭
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
足
利
将
軍
家
の
要

請
に
よ
っ
て
齎
さ
れ
た
（
高
麗
版
）
大
蔵
経
の
伝
来
事
例
を
見
る
こ
と
と

す
る
。
足
利
将
軍
家
の
朝
鮮
へ
の
大
蔵
経
要
請
は
、
義
満
の
時
代
か
ら
始

ま
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
が
最
初
に
実
現
し
た
の
は
義
持
の
時
代
で
あ
る
。

即
ち
、
応
永
十
八
年
（
一
四
一
一
）
で
あ
り
、『
太
宗
実
録
』
太
宗
十
一
年

十
月
条
に

己
亥　

日
本
国
王
遣
使
来
献
土
物
求
大
蔵
経
也
。
大
内
殿
多
多
良
徳

雄
遣
使
献
輿
兵
器
、
亦
以
求
大
蔵
経
也
（
17
）。

と
あ
り
、
日
本
国
王
、
即
ち
当
時
の
室
町
幕
府
の
将
軍
で
あ
っ
た
足
利
義

持
と
大
内
盛
見
（
一
三
七
七
〜
一
四
三
一
）
が
朝
鮮
に
大
蔵
経
を
求
め
て

い
る
。
こ
の
二
ヵ
月
後
に
朝
鮮
側
の
返
答
と
し
て
、『
太
宗
実
録
』
太
宗

十
一
年
十
二
月
条
に
は

丁
亥　

日
本
国
王
使
及
大
内
殿
使
人
告
還
。
土
御
経
筵
庁
引
見
曰
爾

王
示
以
究
討
劫
掠
梁
需
之
賊
。
予
甚
喜
謝
。
使
人
対
曰
、
吾
王
求
大

蔵
経
乃
命
賜
一
部
（
18
）。

と
あ
り
、
倭
寇
の
討
伐
を
喜
び
、
そ
の
礼
と
し
て
こ
の
時
日
本
国
王
使
に

大
蔵
経
を
贈
っ
て
い
る
。『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
な
ど
を
見
る
と
、足
利
義
持

の
時
代
に
は
六
蔵
の
大
蔵
経
が
日
本
に
齎
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
表
）

参
照
。
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一
〇
八

さ
て
、
北
野
社
一
切
経
は
、
応
永
十
九
年
（
一
四
一
二
）
三
月
か
ら
書

写
が
始
ま
る
が
、
そ
の
底
本
と
し
て
使
わ
れ
た
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』

は
、
高
麗
版
大
蔵
経
で
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
書
写
の
時

期
か
ら
考
え
る
と
、
応
永
十
八
年
（
一
四
一
一
）
に
入
手
し
た
大
蔵
経
の

中
の
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
を
底
本
と
し
て
書
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
臼
井
氏
は
、
北
野
社
一
切
経
の
底
本
が
刊
本
の
転
写
で
あ
る
可
能

性
も
否
定
で
き
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
が
（
19
）、
そ
の
可
能
性
は
な
い
。
な
ぜ

な
ら
、
足
利
氏
の
使
者
が
朝
鮮
で
大
蔵
経
を
賜
っ
た
の
が
、
応
永
十
八
年

（
一
四
一
一
）
十
二
月
で
あ
り
、そ
の
後
帰
国
し
た
と
し
て
も
応
永
十
九
年

の
一
月
か
二
月
に
京
都
に
到
着
す
る
は
ず
で
あ
る
。
北
野
社
一
切
経
の
書

写
が
応
永
十
九
年
（
一
四
一
二
）
三
月
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
そ
の
間
に
転
写
す
る
こ
と
は
時
間
的
に
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
大
蔵
経
が
応
永
十
八
年
十
二
月
に
賜
っ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
、『
大

般
若
波
羅
蜜
多
経
』
だ
け
が
高
麗
版
大
蔵
経
で
、
そ
れ
以
外
は
思
渓
版
大

蔵
経
を
含
む
中
国
版
の
大
蔵
経
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
、
日
本
で
混
ざ
っ

た
と
い
う
よ
り
は
、
朝
鮮
に
あ
っ
た
時
点
で
す
で
に
混
合
蔵
で
あ
っ
た
可

能
性
が
出
て
く
る
。

（
表
）

年
代

将
軍

大
蔵
経

出
典
資
料

応
永
十
八
年（
一
四
一
一
）
足
利
義
持

一
蔵
『
太
宗
実
録
』
十
一
年
十
月
己
酉
条

『
太
宗
実
録
』
十
一
年
十
二
月
丁
亥
条

応
永
二
一
年（
一
四
一
四
）
足
利
義
持

一
蔵
『
太
宗
実
録
』
十
四
年
六
月
辛
酉
条

『
太
宗
実
録
』
十
四
年
七
月
壬
午
条

応
永
二
六
〜
二
七
年　
　

（
一
四
一
九
〜
一
四
二
〇
）
足
利
義
持

一
蔵
『
世
宗
実
録
』
元
年
十
二
月
丁
亥
条

『
世
宗
実
録
』
二
年
一
月
乙
巳
条

応
永
二
九
年（
一
四
二
二
）
足
利
義
持

二
蔵
『
世
宗
実
録
』
四
年
十
一
月
丙
寅
／
己
巳
条

『
世
宗
実
録
』
四
年
十
二
月
己
亥
／
己
巳
条

応
永
三
十
〜
三
一
年　
　

（
一
四
二
三
〜
一
四
二
四
）
足
利
義
持

一
蔵
『
世
宗
実
録
』
五
年
十
二
月
壬
申
／
甲
戌
条

『
世
宗
実
録
』
六
年
正
月
戊
寅
／
己
卯
条

3
．
日
本
所
蔵
の
思
渓
版
大
蔵
経

北
野
社
一
切
経
の
底
本
に
つ
い
て
、『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
は
高
麗
版

大
蔵
経
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
は
宋
の
思
渓
版
大
蔵
経
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
（
一
部
高
麗
版
大
蔵
経
が
混
入
）。
思
渓
版
大
蔵
経
と
は
、湖
州
の

思
渓
（
現
在
の
浙
江
省
呉
興
府
）
円
覚
禅
院
に
て
、
こ
の
地
方
の
豪
族
王

永
従
一
族
が
開
版
し
た
も
の
で
、
南
宋
紹
興
二
年
（
一
一
三
二
）
に
そ
の

雕
造
が
始
ま
っ
た
。
後
代
に
な
り
こ
の
寺
院
は
法
宝
資
福
禅
寺
と
改
め
ら

れ
た
が
、
刊
記
の
中
に
は
資
福
禅
寺
版
経
と
書
か
れ
た
も
の
も
あ
り
、
後

に
追
加
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
20
）。
思
渓
版
大
蔵
経
の
版
木
は
王
氏
の
菩
提

寺
で
あ
る
円
覚
禅
院
に
置
か
れ
た
の
で
「
円
覚
蔵
」
と
も
呼
ぶ
。

思
渓
版
大
蔵
経
目
録
に
は
、『
福
州
思
渓
円
覚
禅
院
新
雕
大
蔵
経
律
論
等
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九

目
録
』
と
『
安
吉
州
宝
資
禅
寺
大
蔵
経
目
録
』
と
の
二
種
類
が
あ
る
。
前

者
は
前
思
渓
版
即
ち
「
円
覚
蔵
」
の
目
録
、
後
者
は
後
思
渓
版
即
ち
「
資

福
蔵
」
の
目
録
で
あ
る
。
目
録
が
二
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
福
州
版
と
同
様

に
思
渓
蔵
の
大
蔵
経
に
も
二
種
類
の
蔵
経
が
あ
っ
た
と
い
う
説
も
あ
っ
た

が
、
現
在
で
は
、
後
者
は
前
者
の
追
雕
・
補
刻
の
部
分
を
加
え
た
も
の
で

あ
る
と
い
う
説
が
妥
当
視
さ
れ
て
い
る
（
21
）。

思
渓
版
大
蔵
経
は
、
増
上
寺
、
最
勝
王
寺
、
喜
多
院
、
愛
知
県
岩
屋
寺
、

岐
阜
長
滝
寺
、
大
谷
大
学
、
唐
招
提
寺
、
長
谷
寺
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
各
寺
院
の
所
蔵
状
況
と
伝
来
経
緯
に
つ
い
て
は
、次
の
通
り
で
あ
る
。

⑴
増
上
寺

増
上
寺
所
蔵
の
思
渓
版
大
蔵
経
は
、
現
在
五
三
五
六
帖
（
思
渓
版

五
三
三
九
帖
、
黄
檗
版
十
五
帖
、
写
本
二
帖
）
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
も

と
は
滋
賀
県
の
菅
山
寺
に
あ
っ
た
が
、
慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
に
徳

川
家
康
（
一
五
四
二
〜
一
六
一
六
）
が
召
し
上
げ
て
増
上
寺
に
寄
進
し
た
。

菅
山
寺
に
は
代
償
と
し
て
五
〇
石
の
朱
印
地
を
家
康
か
ら
与
え
ら
れ
た
。

こ
の
大
蔵
経
の
日
本
伝
来
に
関
し
て
は
、
建
治
元
年
（
一
二
七
五
）
に
菅

山
寺
中
興
開
基
専
暁
が
中
国
か
ら
持
ち
帰
っ
た
も
の
で
あ
る
（
22
）。

⑵
最
勝
王
寺　

五
五
三
五
帖
（
思
渓
版
五
一
九
五
帖
、
和
版
二
〇
二
帖
、

写
本
一
三
八
帖
）

⑶
喜
多
院

喜
多
院
所
蔵
の
大
蔵
経
は
、
四
六
八
七
帖
（
思
溪
版
二
六
九
一
帖
、
磧

砂
版
三
九
帖
、
元
の
普
寧
寺
版
一
七
八
九
帖
、
宋
写
本
三
三
帖
、
江
戸
写

本
一
四
四
帖
）
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
初
期
に
毛
利
輝
元

（
一
五
五
三
〜
一
六
二
五
）
が
徳
川
家
康
に
献
上
し
、さ
ら
に
慶
長
十
九
年

（
一
六
一
四
）
に
天
海
（
一
五
三
六
？
〜
一
六
四
三
）
の
た
め
に
喜
多
院
に

寄
進
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
大
蔵
経
の
特
徴
と
し
て
は
、『
大
般
若
波
羅

蜜
多
経
』
が
一
帖
も
入
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
伝
来
を
示
す

珍
し
い
印
記
（
思
溪
版
に
「
渤
海
蔵
記
」「
清
河
」
朱
印
、
普
寧
寺
版
に

「
三
韓
」
朱
印
）
な
ど
が
あ
る
（
23
）。
元
の
普
寧
寺
版
大
蔵
経
に
は
、
皇
慶
三

年
（
一
三
一
四
）
に
高
麗
の
匡
靖
大
夫
朴
景
亮
が
亡
き
母
の
冥
福
を
祈
る

た
め
に
注
文
印
刷
し
た
と
い
う
刊
記
が
あ
る
（
24
）。
つ
ま
り
、
喜
多
院
所
蔵
の

大
蔵
経
の
中
で
も
元
の
普
寧
寺
版
大
蔵
経
は
、
朝
鮮
半
島
を
経
由
し
て
日

本
に
伝
来
し
た
こ
と
に
な
る
。
毛
利
輝
元
が
徳
川
家
康
に
献
上
し
た
こ
と

か
ら
、
室
町
時
代
に
大
内
氏
に
よ
っ
て
日
本
に
齎
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
大
蔵
経
が
朝
鮮
半
島
で
混
ざ
っ
た
の
か
、
日
本
に
伝
来
し
た

後
大
内
領
国
内
で
混
ざ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

⑷
岩
屋
寺

岩
屋
寺
の
宋
版
大
蔵
経
は
、
五
四
六
三
帖
（
思
渓
版
五
一
五
七
帖
、
和

版
一
一
一
帖
、
写
本
一
九
五
帖
）
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
大
野
城
主
佐
治



佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊　

洛
中
周
辺
地
域
の
歴
史
的
変
容
に
関
す
る
総
合
的
研
究 

一
一
〇

盛
光
が
宝
徳
三
年
（
一
四
五
一
）
九
月
に
、
岩
屋
寺
へ
寄
進
し
た
も
の
で

あ
る
。
も
と
は
、
栂
尾
高
山
寺
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
正
和
二
年

（
一
三
一
三
）
に
日
本
に
伝
来
し
た
（
25
）。

⑸
唐
招
提
寺

唐
招
提
寺
所
蔵
の
大
蔵
経
は
、
四
七
四
九
帖
（
思
渓
版
四
四
五
六
帖
、

和
版
八
八
帖
、
写
本
二
五
〇
帖
）
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
和
版
や
写
本
が

混
ざ
っ
て
い
る
。『
楞
伽
阿
跋
多
羅
宝
経
』
は
一
行
十
三
字
詰
、一
版
二
五

行
、
毎
行
五
行
折
り
の
版
式
で
あ
り
、『
大
仏
頂
首
楞
厳
経
』
と
『
大
方
広

仏
華
厳
経
』（
実
叉
難
陀
訳
八
十
華
厳
）
は
、
一
版
二
五
行
、
一
行
十
五
字

詰
、
毎
行
五
行
折
り
で
あ
る
た
め
、
思
渓
版
大
蔵
経
と
は
版
式
が
異
な
る
。

こ
れ
は
宋
代
の
杭
州
大
中
祥
符
寺
天
台
経
蔵
院
の
沙
門
智
海
、
可
孜
が
衆

縁
を
募
り
、
こ
の
経
を
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
大
蔵
経
の
中
に

収
録
さ
れ
て
い
る
（
26
）。
し
か
し
、
こ
の
大
蔵
経
の
日
本
伝
来
に
つ
い
て
は
不

明
で
あ
る
。

⑹
興
福
寺

興
福
寺
所
蔵
の
大
蔵
経
は
、
四
三
五
四
帖
（
一
部
磧
砂
版
を
含
む
）
が

確
認
さ
れ
て
お
り
、
主
に
思
渓
版
大
蔵
経
で
あ
る
が
、
二
帖
の
み
磧
砂
版

大
蔵
経
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
『
大
仏
頂
首
楞
厳
経
』
が
あ
り
、
唐
招

提
寺
同
様
に
大
蔵
経
に
収
録
さ
れ
て
い
る
（
27
）。
し
か
し
、
こ
の
大
蔵
経
の
日

本
伝
来
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

⑺
長
谷
寺

長
谷
寺
の
大
蔵
経
は
、
二
七
六
六
帖
（
思
渓
版
二
二
二
〇
帖
、
磧
砂
版

二
帖
、
和
版
八
七
帖
、
写
本
四
五
七
帖
）
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
も
と
は

大
阪
府
岸
和
田
市
の
久
米
田
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
が
、
明
応
六
年

（
一
四
九
四
）
に
長
谷
寺
に
寄
進
さ
れ
た
。
こ
の
大
蔵
経
は
、久
米
田
寺
が

弘
安
三
年
（
一
二
八
〇
）
に
経
蔵
を
建
立
さ
れ
て
安
置
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
れ
以
前
に
伝
来
し
た
よ
う
で
あ
る
（
28
）。

⑻
大
谷
大
学

大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
の
高
麗
版
大
蔵
経
と
と
も
に
、
も
と
は
安
芸
厳

島
神
社
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
内
氏
と
の
関
係
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ

れ
以
前
の
伝
来
経
緯
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
（
29
）。

以
上
、
最
勝
王
寺
、
長
滝
寺
、
唐
招
提
寺
、
興
福
寺
、
大
谷
大
学
が
所

蔵
す
る
思
渓
版
大
蔵
経
に
つ
い
て
伝
来
経
緯
が
不
明
で
あ
る
が
、
増
上
寺

や
長
谷
寺
の
よ
う
に
鎌
倉
時
代
に
伝
来
し
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
喜
多
院
の

よ
う
に
朝
鮮
半
島
を
経
由
し
た
可
能
性
の
あ
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
を

見
る
と
、
思
渓
版
大
蔵
経
だ
け
で
一
蔵
を
な
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
中

国
や
日
本
の
刊
本
、
写
本
な
ど
も
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
後
世
に
補
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一
一
一

完
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
喜
多
院
所
蔵
の
大
蔵
経
は
、
思
渓
版
大
蔵
経
の

他
に
も
磧
砂
版
、
元
の
普
寧
寺
版
大
蔵
経
や
宋
代
の
写
本
も
含
ま
れ
て
い

る
混
合
蔵
で
あ
る
。

唐
招
提
寺
の
大
蔵
経
に
は
、
版
式
が
異
な
る
『
大
仏
頂
首
楞
厳
経
』・

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』（
八
十
華
厳
）な
ど
が
あ
る
。
北
野
社
一
切
経
の『
大

方
広
仏
華
厳
経
』（
八
十
華
厳
）
も
版
式
が
一
行
十
五
字
詰
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
唐
招
提
寺
や
興
福
寺
と
同
様
の
経
典
が
混
ざ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。

4
．
朝
鮮
経
由
の
中
国
版
大
蔵
経

喜
多
院
所
蔵
の
大
蔵
経
の
中
に
は
、
高
麗
時
代
の
官
僚
で
あ
っ
た
朴
景

亮
が
亡
き
母
の
冥
福
を
祈
る
た
め
に
注
文
印
刷
し
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い

る
が
、
こ
う
し
た
事
例
は
他
に
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
朝
鮮
を
経
由
し
て
日

本
に
伝
来
し
た
中
国
版
大
蔵
経
の
事
例
に
つ
い
て
見
る
こ
と
と
す
る
。

⑴
相
国
寺
所
蔵
の
大
蔵
経

相
国
寺
に
は
高
麗
版
大
蔵
経
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、『
大
般
若
波
羅
蜜

多
経
』
六
〇
〇
巻
だ
け
は
元
の
普
寧
寺
版
大
蔵
経
で
あ
る
。
こ
の
大
蔵
経

は
、『
根
本
薩
多
部
律
摂
』
巻
第
一
を
は
じ
め
と
す
る
一
部
の
巻
末
に
「
花

谷
妙
栄
大
姉
之
寄
進
也
（
30
）」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
花
谷
妙
栄
大
姉

が
寄
進
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
花
谷
妙
栄
大
姉
と
は
、
陶
弘
房
（
？
〜

一
四
六
八
）
の
妻
で
あ
る
（
31
）。
陶
氏
は
大
内
家
と
関
係
が
深
い
こ
と
か
ら
、

こ
の
頃
に
は
大
内
領
国
内
に
大
蔵
経
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
大
蔵
経
の
日
本
伝
来
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

⑵
対
馬
西
福
寺
所
蔵
の
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』

対
馬
の
西
福
寺
に
は
、
普
寧
寺
版
大
蔵
経
の
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』

五
九
九
帖
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
は
、
泰

定
三
年
（
一
三
二
六
）
に
高
麗
国
門
下
省
僉
議
賛
成
事
で
あ
っ
た
趙
璉
が

注
文
印
刷
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
応
永
年
間
に
宗
貞
茂
（
？
〜

一
四
一
八
）
に
よ
っ
て
対
馬
に
齎
さ
れ
た
（
32
）。

⑶
対
馬
妙
光
寺
所
蔵
の
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』

対
馬
郷
土
資
料
館
に
は
、普
寧
寺
版
大
蔵
経
の
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』

が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
西
福
寺
同
様
、
泰
定
五
年
（
一
三
二
八
）

に
全
州
の
戸
長
朴
環
の
妻
李
氏
が
、
息
子
の
僧
正
正
柔
と
と
も
に
自
身
と

亡
き
夫
の
た
め
銀
泥
を
喜
捨
し
、
経
典
の
外
題
を
銀
字
で
書
か
せ
た
こ
と

が
、
巻
第
一
の
巻
末
に
記
さ
れ
た
願
文
（
33
）で
わ
か
る
。
そ
の
中
に
高
麗
版
大

蔵
経
が
一
帖
混
入
し
て
お
り
、
朝
鮮
時
代
に
対
馬
に
伝
来
し
た
よ
う
で
あ

る
。
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一
一
二

⑷
園
城
寺
所
蔵
の
大
蔵
経

園
城
寺
の
普
寧
寺
版
大
蔵
経
は
、
高
麗
時
代
の
貴
族
が
元
に
発
注
印
刷

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
元
来
二
つ
の
大
蔵
経
が
混
ざ
っ
て
一
蔵
と
な
っ
て

い
る
。

ま
ず
、
延
祐
元
年
（
一
三
一
四
）
に
星
山
郡
の
車
氏
が
、
亡
き
父
の
趙

文
と
祖
母
の
国
大
大
夫
李
氏
の
冥
福
、
併
せ
て
国
泰
民
安
を
祈
る
た
め
に

家
財
を
喜
捨
し
て
大
蔵
経
一
蔵
の
印
行
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
（
34
）。

次
に
、
高
麗
の
通
直
郎
典
校
寺
丞
李
幺
升
と
そ
の
妻
咸
安
郡
夫
人
尹
氏

が
、
至
正
年
間
（
一
三
三
五
〜
一
三
六
七
）
に
亡
き
父
の
通
直
郎
季
祚
と

奉
常
大
夫
尹
傾
、
亡
き
母
の
光
山
郡
夫
人
金
氏
と
洞
州
郡
夫
人
金
氏
の
冥

福
、
さ
ら
に
は
自
身
及
び
一
族
の
福
智
増
長
を
願
う
た
め
に
財
産
を
喜
捨

し
て
大
蔵
経
を
印
行
し
、
郷
邑
古
阜
郡
の
万
日
寺
（
35
）に
奉
納
し
た
も
の
で
あ

る
（
36
）。こ

の
大
蔵
経
の
『
大
智
度
論
』
巻
第
二
四
と
『
同
』
巻
第
三
九
は
、
版

式
が
一
行
十
四
字
詰
で
あ
る
こ
と
か
ら
高
麗
版
大
蔵
経
で
あ
る
。
二
種
類

の
普
寧
寺
版
大
蔵
経
が
混
ざ
っ
て
一
つ
の
大
蔵
経
と
な
り
、
そ
こ
に
一
部

高
麗
版
大
蔵
経
も
入
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
事
情
で
混
入
し
た
の
か

は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
大
蔵
経
は
大
内
盛
見
に
よ
っ
て
大
内
領
国
内
の
国
清
寺
に
安
置
さ

れ
た
が
（
37
）、
園
城
寺
が
慶
長
年
間
に
再
建
さ
れ
た
際
、
毛
利
輝
元
に
よ
っ
て

慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
に
国
清
寺
に
あ
っ
た
経
蔵
・
八
角
輪
蔵
と
共
に

寄
進
さ
れ
た
。

以
上
、
高
麗
の
貴
族
が
元
に
注
文
印
刷
し
た
大
蔵
経
や
『
大
般
若
波
羅

蜜
多
経
』
は
、
朝
鮮
半
島
を
経
由
し
て
対
馬
や
大
内
氏
領
国
内
の
寺
院
に

安
置
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
後
代
に
相
国
寺
や
園
城
寺
に
寄
進
さ
れ
て

い
る
。
園
城
寺
の
大
蔵
経
は
、
二
つ
の
大
蔵
経
が
混
ざ
り
一
蔵
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
日
本
に
伝
来
し
て
か
ら
混
ざ
っ
た
と
は
考
え
難
く
、
大

内
盛
見
に
下
賜
さ
れ
る
前
、
即
ち
朝
鮮
で
す
で
に
一
蔵
と
な
っ
て
お
り
、

そ
こ
に
一
部
で
は
あ
る
が
高
麗
版
大
蔵
経
の
経
典
も
混
入
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。

園
城
寺
や
喜
多
院
は
、
複
数
の
大
蔵
経
が
混
ざ
っ
て
一
蔵
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
同
じ
経
典
が
重
複
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
意
図
的
に
一

蔵
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。
混
合
蔵
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
朝
鮮
時

代
に
幾
つ
か
の
大
蔵
経
を
集
め
て
一
蔵
に
し
た
事
例
が
あ
る
。
足
利
義
政

が
朝
鮮
に
等
堅
ら
を
派
遣
し
、
越
後
安
国
寺
の
た
め
に
大
蔵
経
を
求
め
た

こ
と
が
あ
っ
た
。『
成
宗
実
録
』
成
宗
十
八
（
一
四
八
七
）
年
七
月
条
に

丙
子　

日
本
国
王
使
僧
等
堅
等
辞
。
其
答
書
曰
我
邦
誕
隣
貴
国
、
世

修
交
、
王
屡
遣
使
、
以
達
慇
懃
之
誠
、（
中
略
）
来
諭
大
蔵
経
、
諸
処

求
索
、
非
一
所
存
、
無
幾
重
違
雅
教
輳
成
一
件
、
就
付
回
使
（
38
）。
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一
一
三

と
あ
り
、
朝
鮮
各
地
の
寺
院
か
ら
掻
き
集
め
よ
う
や
く
一
蔵
の
大
蔵
経
と

し
た
と
あ
る
。
ま
た
、
京
都
の
舩
舟
三
昧
院
と
い
う
寺
院
が
新
し
く
整
備

さ
れ
た
の
で
、そ
こ
に
奉
納
す
る
大
蔵
経
を
要
請
し
た
。『
成
宗
実
録
』
成

宗
二
十
年
（
一
四
八
九
）
九
月
条
に

壬
午　

日
本
国
王
使
僧
恵
仁
辞
。
其
答
書
曰
、
専
使
恵
書
、
備
諳
雅

履
康
裕
、
仍
受
嘉
賜
、
感
慰
殊
深
。
来
示
大
蔵
経
、
素
有
印
本
、
前

此
丙
午
歳
、
僅
得
具
蔵
、
以
付
回
使
。
今
且
重
違
敬
教
、
遍
索
伽
藍

所
儲
巻
蔵
倣
数
一
件
。
聊
表
謝
忱
、
土
宜
物
件
、
具
如
別
幅
、
幸
領

納
（
39
）。

と
あ
り
、
朝
鮮
で
は
各
地
に
散
ら
ば
っ
た
大
蔵
経
を
探
し
出
し
、
よ
う
や

く
一
蔵
と
し
て
揃
え
回
使
に
与
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
頃
に
は

朝
鮮
か
ら
の
大
蔵
経
入
手
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
（
40
）。
こ
う
し
た
事
情
は
、

こ
の
時
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
一
蔵
が
揃
っ
て
い

た
寺
院
も
あ
れ
ば
、
何
ら
か
の
事
情
で
大
蔵
経
の
一
部
が
欠
け
た
寺
院
も

あ
っ
た
。
宝
徳
三
年
（
一
四
五
一
）
に
宗
金
と
い
う
人
物
が
大
蔵
経
を
要

請
し
た
時
の
記
録
に
、「
発
未　

宗
金
請
大
蔵
経
、
以
善
山
府
得
益
寺
所
蔵

三
千
八
百
巻
賜
之
（
41
）」
と
あ
り
、
完
全
な
一
蔵
で
は
な
い
も
の
の
得
益
寺
（
42
）

に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
大
蔵
経
三
八
〇
〇
巻
を
賜
っ
て
い
る
事
例
も
あ
る
。

た
だ
、
元
の
普
寧
寺
版
大
蔵
経
が
朝
鮮
を
経
由
し
て
日
本
に
伝
来
し
て

い
る
事
例
ば
か
り
で
あ
り
、
思
渓
版
大
蔵
経
が
伝
来
し
た
と
い
う
事
例
は

見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
高
麗
時
代
の
前
半
に
は
、
宋
の
勅
版
大
蔵
経
、

契
丹
版
大
蔵
経
な
ど
が
計
十
三
蔵
も
伝
来
し
て
い
る
（
43
）。
高
麗
時
代
後
期
に

は
、
喜
多
院
や
園
城
寺
の
例
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
高
麗
の
貴
族
が
元
の

普
寧
寺
版
大
蔵
経
を
注
文
印
刷
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
継
続
し
て
中
国
版

の
大
蔵
経
が
高
麗
に
入
っ
て
き
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
で
も
宋
の

勅
版
大
蔵
経
や
福
州
の
開
元
寺
版
大
蔵
経
、
東
禅
寺
版
大
蔵
経
な
ど
、
思

渓
版
大
蔵
経
以
外
の
大
蔵
経
が
伝
来
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
麗
で
も
同

様
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

混
合
蔵
の
場
合
、
朝
鮮
時
代
に
大
蔵
経
の
枯
渇
に
よ
り
各
地
か
ら
掻
き

集
め
て
一
蔵
と
し
た
事
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
に
伝
来
し
た
後
に
一

蔵
と
し
た
可
能
性
よ
り
も
、
朝
鮮
で
一
蔵
と
し
て
日
本
側
に
下
賜
し
た
と

考
え
る
の
が
有
力
で
あ
る
（
44
）。

お
わ
り
に

以
上
、
北
野
社
一
切
経
の
底
本
と
そ
の
伝
来
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
応

永
十
九
年
に
書
写
さ
れ
た
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
の
版
式
が
一
行
十
四

字
詰
で
、『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』巻
第
五
三
一
・
五
三
二
・
五
三
三
・
五
三
四

の
四
帖
の
巻
末
に
「
己
亥
歳　

高
麗
国
大
蔵
都
監
奉
／
勅
雕
造
」
と
い
う

刊
記
が
、『
同
』
巻
第
五
一
に
は
「
大
般
若
第
五
十
一　

第　

張　

宙
」
と
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一
一
四

い
う
柱
題
が
そ
れ
ぞ
れ
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
高
麗
版
大
蔵
経
の
特

徴
と
合
致
す
る
こ
と
か
ら
、
応
永
十
九
年
（
一
四
一
二
）
に
書
写
さ
れ
た

『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』の
底
本
は
高
麗
版
大
蔵
経
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
た
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
の
経
典
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
が
思
渓
版
大

蔵
経
で
あ
る
が
、
前
項
で
列
記
し
た
十
五
帖
だ
け
は
版
式
が
一
行
十
四
字

詰
で
あ
る
こ
と
か
ら
高
麗
版
大
蔵
経
と
判
断
で
き
る
。

北
野
社
一
切
経
は
、
北
野
経
王
堂
の
覚
蔵
坊
増
範
と
い
う
僧
が
発
願
し

て
書
写
さ
れ
た
が
、
北
野
社
で
は
そ
れ
以
前
に
万
部
経
会
を
開
催
し
て
お

り
、
そ
の
管
理
者
が
増
範
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
足
利
将
軍
家
と
の
深
い
関

係
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
足
利
氏
は
応
永
十
八
年
（
一
四
一
一
）

に
朝
鮮
か
ら
大
蔵
経
を
賜
っ
て
お
り
、そ
の
中
の
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』

を
底
本
と
し
て
、
翌
年
三
月
か
ら
書
写
を
始
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
以
外
の
経
典
に
つ
い
て
は
、
他
の
大
蔵
経
の
事
例
を
検
討
し
た
結

果
、
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
。
①
園
城
寺
所
蔵
の
大
蔵
経
は
、
大
内
盛
見

の
時
代
に
朝
鮮
か
ら
齎
さ
れ
た
。
ま
た
、
相
国
寺
や
喜
多
院
所
蔵
の
大
蔵

経
は
、
大
内
領
国
内
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
普
寧
寺
版
大
蔵

経
や
思
渓
版
大
蔵
経
の
混
合
蔵
で
あ
る
。
②
朝
鮮
か
ら
大
内
氏
の
手
に

よ
っ
て
日
本
に
齎
さ
れ
た
園
城
寺
の
大
蔵
経
に
は
、
一
部
高
麗
版
大
蔵
経

も
混
ざ
っ
て
い
る
。
北
野
社
一
切
経
に
つ
い
て
も『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』

以
外
に
も
十
五
部
の
経
典
は
高
麗
版
大
蔵
経
で
あ
る
。③
混
合
蔵
の
場
合
、

朝
鮮
で
一
蔵
を
な
し
て
か
ら
日
本
側
に
下
賜
さ
れ
た
事
例
が
あ
っ
た
。
こ

れ
は
室
町
時
代
後
期
の
事
例
で
あ
る
が
、
初
期
か
ら
も
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
④
高
麗
に
も
日
本
同
様
に
、
中
国
の
様
々
な
刊
本
大
蔵
経
が
齎
さ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

資
料
の
不
足
に
よ
っ
て
推
測
の
域
を
脱
し
な
い
点
も
あ
る
が
、
以
上
の

こ
と
か
ら
応
永
十
九
年
（
一
四
一
一
）
に
書
写
さ
れ
た
北
野
社
一
切
経
の

底
本
と
な
っ
た
大
蔵
経
は
、高
麗
版
と
思
渓
版
大
蔵
経
の
混
合
蔵
で
あ
り
、

こ
れ
は
応
永
十
八
年
（
一
四
一
二
）
に
朝
鮮
か
ら
下
賜
さ
れ
た
も
の
だ
と

考
え
ら
れ
る
。

応
永
年
間
か
ら
始
ま
る
朝
鮮
と
の
交
渉
に
よ
っ
て
、
多
く
の
大
蔵
経
が

日
本
に
齎
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
高
麗
版
大
蔵
経
も
あ
れ
ば
、
中

国
版
の
大
蔵
経
も
あ
る
。
こ
の
頃
に
足
利
氏
を
は
じ
め
と
す
る
諸
大
名
が

朝
鮮
か
ら
競
っ
て
大
蔵
経
を
入
手
す
る
が
、
そ
の
目
的
に
つ
い
て
は
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
朝
鮮
か
ら
伝
来
し
た
大
蔵
経
が
北
野
社
一
切

経
の
底
本
と
な
っ
た
こ
と
は
、
そ
れ
ら
が
日
本
で
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ

た
か
を
示
す
一
例
で
あ
り
、
大
変
興
味
深
い
。
と
は
い
え
、
中
国
版
大
蔵

経
の
日
本
伝
来
に
つ
い
て
は
未
だ
不
明
な
点
が
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し

た
い
。



北
野
社
一
切
経
の
底
本
と
そ
の
伝
来
に
つ
い
て
の
考
察　
　

馬
場　

久
幸 

一
一
五

註（
1
） 

実
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
妙
心
寺
で
建
仁
寺
所
蔵
の
高
麗
版
大
蔵
経
が

書
写
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
一
切
経
書
写
の
最
後
と
思
わ
れ
る
。
妙
心
寺

で
の
一
切
経
書
写
は
、
龍
華
院
竺
印
祖
門
が
、
各
方
面
か
ら
天
海
版
大
蔵

経
や
他
の
大
蔵
経
を
求
め
よ
う
と
し
た
が
、
当
時
善
本
と
名
高
か
っ
た
高

麗
版
大
蔵
経
を
建
仁
寺
よ
り
借
り
て
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
2
） 

臼
井
信
義
「
北
野
社
一
切
経
と
経
王
堂
―
一
切
経
会
と
万
部
経
会
―
」

『
日
本
仏
教
』
三
、一
九
五
八
年
。

（
3
） 

島
田
治
『
北
野
社
書
写
一
切
経
―
増
吽
と
増
範
―
』
大
内
町
文
化
財
保

護
審
議
会
、
一
九
九
四
年
。

（
4
） 

萩
野
憲
司
「
讃
岐
国
水
主
神
社
所
蔵
『
外
陣
大
般
若
経
』
と
『
北
野
社

一
切
経
』
に
つ
い
て
」『
一
切
経
の
歴
史
的
研
究
』
佛
教
大
学
総
合
研
究
所

紀
要
別
冊
、
二
〇
〇
四
年
。

（
5
） 

臼
井
信
義
、
前
掲
論
文
。

（
6
） 

伊
東
史
朗
監
修
、
千
本
釈
迦
堂
大
報
恩
寺
編
『
千
本
釈
迦
堂
大
報
恩
寺

の
美
術
と
歴
史
』、
柳
原
出
版
、
二
〇
〇
八
年
。

（
7
） 

文
化
庁
文
化
財
保
護
部
美
術
工
芸
課
『
北
野
経
王
堂
一
切
経
目
録
』、

一
九
八
一
年
。
本
稿
で
は
、
北
野
社
一
切
経
の
法
量
な
ど
に
つ
い
て
は
言

及
し
な
い
。

（
8
） 

臼
井
信
義
、
前
掲
論
文
。

（
9
） 

伊
東
史
朗
監
修
、
千
本
釈
迦
堂
大
報
恩
寺
編
、
前
掲
書
。

（
10
） 

文
化
庁
文
化
財
保
護
部
美
術
工
芸
課
、
前
掲
書
。

（
11
） 

刊
記
は
こ
れ
ら
以
外
に
も
「
○
○
歳
分　

司
大
蔵
都
監
雕
造
」・「
○
○

歳
分
司
大
蔵
都
監
開
版
」・「
○
○
歳
分
司
大
蔵
都
監
／
勅
雕
造
」
な
ど
が

あ
る
。「
○
○
」に
は
版
刻
年
次
の
干
支
が
入
る
。
増
上
寺
所
蔵
の
高
麗
版

大
蔵
経
に
は
、「
○
○
歳　

高
麗
国
大
蔵
都
監
奉
／
勅
雕
造
」
と
い
う
刊
記

が
見
え
な
い
が
、
こ
れ
は
朝
鮮
時
代
に
印
刷
さ
れ
た
た
め
、「
高
麗
」
と
い

う
文
字
を
避
け
る
た
め
に
印
刷
し
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
海
印
寺

に
保
存
さ
れ
て
い
る
高
麗
版
大
蔵
経
の
版
木
を
見
る
と
、
各
経
典
の
巻
末

に
は
必
ず
こ
う
し
た
刊
記
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

（
12
） 

文
化
庁
文
化
財
保
護
部
美
術
工
芸
課
、
前
掲
書
。

（
13
） 

臼
井
信
義
、
前
掲
論
文
。

（
14
） 

足
利
義
満
時
代
の
初
期
の
万
部
経
会
は
十
月
七
日
か
ら
十
六
日
ま
で
、

応
永
二
十
年
（
一
四
一
三
）
以
降
は
五
日
か
ら
十
四
日
ま
で
行
わ
れ
た
。

将
軍
願
主
の
十
日
間
が
結
願
し
て
も
、翌
日
か
ら
経
会
が
継
続
し
て
お
り
、

他
の
願
主
に
よ
る
経
会
も
行
わ
れ
て
い
る
。
他
の
願
主
の
存
在
は
、
山
名

氏
清
の
霊
を
弔
う
追
善
供
養
と
し
て
始
め
ら
れ
た
当
初
の
経
会
と
は
、
そ

の
目
的
が
異
な
っ
て
い
る
。
梅
澤
亜
希
子「
室
町
時
代
の
北
野
万
部
経
会
」

『
日
本
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
八 

二
〇
〇
二
年
。

（
15
） 

梅
澤
亜
希
子
「
室
町
時
代
の
北
野
覚
蔵
坊
―
勧
進
と
造
営
―
」『
仏
教
芸

術
』
二
九
四
、二
〇
〇
七
年
。

（
16
） 

拙
稿
「
高
麗
大
蔵
経
의 

日
本
伝
存
에 

関
한 

研
究
」『
韓
国
宗
教
』
二
七
、

圓
光
大
学
校
宗
教
問
題
研
究
所
、
二
〇
〇
四
年
参
照
。

（
17
） 

『
太
宗
実
録
』
十
一
年
十
月
己
亥
条

（
18
） 

『
太
宗
実
録
』
十
一
年
十
二
月
丁
亥
条

（
19
） 

臼
井
信
義
氏
前
掲
論
文
。

（
20
） 

小
笠
原
宣
秀『
講
座
仏
教　

中
国
の
仏
教
』四
巻
、大
蔵
出
版
、一
九
七
九

年
。

（
21
） 

小
川
貫
弌
「
思
渓
円
覚
禅
院
と
思
渓
版
大
蔵
経
の
問
題
」、『
龍
谷
学
報
』

三
二
四
、
龍
谷
大
学
、
一
九
三
九
年
。

（
22
） 

増
上
寺
史
料
編
纂
所
編
『
増
上
寺
三
大
蔵
経
目
録
解
説
』、
一
九
八
二

年
。

（
23
） 
喜
多
院
『
重
要
文
化
財
喜
多
院
宋
版
一
切
経
』、
一
九
六
九
年
。

（
24
） 
村
井
章
介
『
ア
ジ
ア
の
中
の
中
世
日
本
』、
校
倉
書
房
、
一
九
八
八
年
。



佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊　

洛
中
周
辺
地
域
の
歴
史
的
変
容
に
関
す
る
総
合
的
研
究 

一
一
六

（
25
） 

長
谷
部
幽
蹊
「
岩
屋
寺
蔵
宋
版
一
切
経
と
そ
の
成
立
史
的
背
景
」『
愛
知

学
院
大
学
論
叢
（
一
般
教
育
研
究
）』
三
三
―
二
、一
九
八
五
年
。

（
26
） 

山
本
信
吉
「
宋
版
一
切
経
」『
奈
良
六
大
寺
大
観　

十
三　

唐
招
提
寺　

二
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
。

（
27
） 
堀
池
春
峰
「
宋
版
一
切
経
」『
奈
良
六
大
寺
大
観　

七　

興
福
寺　

一
』

岩
波
書
店
、
一
九
六
九
年
。

（
28
） 

元
興
寺
文
化
財
研
究
所
編
『
豊
山
長
谷
寺
拾
遺
』
第
四
輯
之
一　

宋
版

一
切
経
、
二
〇
一
一
年
。

（
29
） 

『
芸
藩
通
志
』
巻
十
五　

安
芸
石
厳
島
三
「
仏
観
」
条
「
輪
蔵
二
所　

並

に
塔
岡
経
堂
の
下
に
あ
り
、
北
に
あ
る
は
龍
宮
界
蔵
、
南
は
転
法
輪
蔵
と

云
額
を
か
け
り
、
転
法
輪
の
額
は
根
自
休
が
書
か
り
、
各
一
切
梵
経
を
蔵

し
、
並
に
釈
迦
、
傳
大
士
、
普
成
、
普
建
二
童
子
を
置
く
、
蔵
経
、
一
は

宋
板
、
一
は
朝
鮮
板
な
り
」
と
あ
る
。
天
文
七
年
（
一
五
三
八
）
に
厳
島

神
社
旧
蔵
の
大
蔵
経
に
欠
本
が
多
い
た
め
、
大
願
寺
の
尊
海
と
い
う
僧
を

朝
鮮
に
派
遣
し
て
新
た
に
大
蔵
経
を
求
め
た
が
、
得
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
長
門
国
普
光
王
寺
所
蔵
の
高
麗
版
大
蔵
経
が
厳
島
神

社
に
寄
進
さ
れ
た
。
こ
の
頃
に
は
、
厳
島
神
社
に
宋
版
と
高
麗
版
の
大
蔵

経
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
梶
浦
晋
「
本
館
所
蔵
高
麗
版

大
蔵
経
」『
書
香
』
十
一
号
、
一
九
九
一
年
。

（
30
） 

大
蔵
会
編
、『
大
蔵
会
展
観
目
録
』
文
華
堂
、
一
九
八
一
年
。

（
31
） 

『
防
長
寺
社
由
来
』「
一
、
開
闢　

文
明
三
辛
卯
歳
／
陶
越
前
守
弘
房
公

之
妻
、
法
名
花
谷
妙
栄
大
姉
、
於
仁
保
之
郷
為
弘
房
公
之
建
一
寺
、
名
安

養
寺
（
中
略
）
而
改
前
之
安
養
寺
号
瑠
璃
光
寺
、
従
開
闢
到
今
弐
百
七
拾

年
」

（
32
） 

『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
第
一
な
ど
、十
帖
ご
と
に
「
宣
授
中
儀
大
夫

王
府
断
事
匡
靖
大
夫
僉
議
賛
成
事
上
護
軍　

趙
璉
／
化
主　

行
淳
／
泰
定

三
年
正
月
孟
春
印
成
」
と
い
う
印
成
記
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
山
本
信
吉

「
対
馬
の
経
典
と
文
書
」『
仏
教
芸
術
』
九
五
、一
九
七
四
年
。。

（
33
） 

「
清
信
戒
弟
子
故
全
州
戸
長
朴
環
妻
李
氏
女　

仰
告
十
方
／
諸
佛
諸
菩

薩
、
向
立
願
言　

女
以
多
生
悪
業　

所
鐘
稟
受　

女
身
於
諸
善
根　

多
有

留
／
雖　

今
者
幸
遇
桑
門
正
西　

広
借
檀
施　

予
成
一
代
蔵
教　

与
子
桑

門
臨
川
正
柔　

同
／
堅
願
幢　

捨
納
銀
泥　

写
成
題
目　

願
以
善
富
當
来

世　

我
等
母
子　

及
与
朴
氏　

於
／
佛
法
中　

作
大
檀
那　

写
成
銀
字
／

佛
佛
蔵
教　

助
揚
法
化　

救
衆
生
界
／
佛
教
海
盡
、
我
願
乃
盡
耳

 

　

泰
定
五
年
二
月
日　

臨
川
寺
住
持
大
徳
正
柔
志
」（
山
本
信
吉
「
対
馬
の

経
典
と
文
書
」『
仏
教
芸
術
』
九
五
、一
九
七
四
年
。）

（
34
） 

『
正
法
念
處
経
』
巻
五
一
巻
末
印
成
記

 

　

奉　

三
宝
弟
子
高
麗
国
星
山
郡
夫
人
車
氏
／
特
為

 

皇
帝
萬
萬
歲

 
 

  

藩
主
為
首
三
殿
各
保
千
秋　

亡
耦
趙
文
簡
霊
儀
／
超
生
淨
界　

兼
及
巳

身　

與
祖
母
国
大
夫
人
李
氏

 
 

  

見
增
福
寿　

後
世
永
捨　

女
身
同
生　

安
養
風
調
雨
／
順
國
泰
民
安　

先
亡
父
母
法
界
含
／
霊
俱
霑
利
樂
之
願　

捨
納
家
財
印
成

 
 

大
蔵
経
一
部　

流
布
無
窮
者

 
 

　
　
　

延
祐
元
年
甲
寅
十
月　

日　

誌

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

幹
善
大
德　

靖
恭

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

殿
前　

仁
成

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

殿
前　

天
友

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
事
康　

仁
伯

（
35
） 

万
日
寺
は
、全
羅
北
道
井
邑
市
所
声
面
万
寿
里
に
あ
っ
た
寺
院
で
あ
る
。

高
麗
時
代
に
建
立
さ
れ
十
八
世
紀
ご
ろ
に
廃
寺
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
。

（
36
） 
『
慧
上
菩
薩
問
大
善
権
経
』
巻
上
巻
末
印
成
記

 
奉
三
宝
弟
子
高
麗
国
通
直
郞
典
校
寺
丞
李
幺
升



北
野
社
一
切
経
の
底
本
と
そ
の
伝
来
に
つ
い
て
の
考
察　
　

馬
場　

久
幸 

一
一
七

 
 

　
　
　
　
　
　
　

同
妻
卷
咸
郡
夫
人
氏

 
 

謹
發
誠
心　

捨
財
印
成
／
大
蔵
尊
経
一
蔵　

敬
安
干
鄕
邑
古
阜
郡
萬
日

寺
／
看
誦
流
通　

普
利
無
窮　

所
集
洪
因
端　

為
祝
延

 
皇
帝
萬
萬
歲　

／
皇
后
齋
年
／
太
子
千
秋
／
国
王
千
年　

文
虎
協
朝
野
寧

／
仏
日
增
輝　

法
輪
常
轉　

四
恩
普
報
／
三
有
齋
資
／
次
冀
追
薦
先
考
通

直
郞
李
祚　

外
考
奉
常
大
夫
／
尹
傾　

先
妣
光
山
郡
夫
人
金
氏　

洞
州
郡

夫
人
金
氏
各
離
／
若
趣
俱
成
妙
果　

皆
得
樂
方　

兼
及
己
身　

合
門
春
屬

／
助
善
檀
那　

同
增
福
智
之
願　

法
界
有
情　

同
霑
利
樂
者

 
 

　

至
正　

年　

月　

日　

幹
善
比
丘　
　

法
琪

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
願
比
丘
玄
珠　

祖
行　

承
湛　

覚
胡

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
願
善
人
奉
翋
大
夫
王
丞
慶

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奉
常
大
夫
許　

繕

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

檢
校
軍
器
監
孫
烈

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
願
本
寺
住
持
比
丘　

禅
彦

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
願
大
禅
師　
　
　
　

乃
云

（
37
） 

拙
稿
、
前
掲
論
文
。

（
38
） 

『
成
宗
実
録
』
十
八
年
七
月
丙
子
条
。

（
39
） 

『
成
宗
実
録
』
二
十
年
九
月
壬
午
条
。

（
40
） 

註
二
九
参
照
。
大
内
氏
も
大
願
寺
の
尊
海
を
朝
鮮
に
派
遣
し
て
大
蔵
経

を
求
め
た
が
、
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

（
41
） 

『
文
宗
実
録
』
文
宗
即
位
年
十
二
月
癸
未
条
。

（
42
） 

得
益
寺
は
、
高
麗
時
代
か
ら
伏
牛
山
に
あ
っ
た
寺
院
で
あ
る
。
高
麗
時

代
の
歴
代
実
録
が
一
時
期
こ
の
寺
院
に
保
管
さ
れ
た
由
緒
あ
る
寺
院
で
あ

る
。『
新
増
東
国
與
地
図
勝
覧
』
二
九
巻
、
仏
宇
条
参
照
。

（
43
） 

高
麗
の
太
祖
十
一
年
（
九
二
八
）
に
黙
和
尚
と
い
う
人
物
が
大
蔵
経
を

船
に
載
せ
て
帰
国
し
て
い
る
。
そ
れ
以
降
成
宗
八
年
（
九
八
九
）、成
宗
十

年
（
九
九
一
）、
顕
宗
十
年
（
一
〇
一
九
）、
顕
宗
十
三
年
（
一
〇
二
二
）、

文
宗
十
七
年
（
一
〇
六
三
）、
文
宗
二
七
年
（
一
〇
七
二
）、
文
宗
三
七
年

（
一
〇
八
三
）、
粛
宗
四
年
（
一
〇
九
九
）、
睿
宗
二
年
（
一
一
〇
七
）、
睿

宗
四
年
（
一
一
〇
九
）
に
大
蔵
経
が
高
麗
に
齎
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に

は
勅
版
大
蔵
経
が
完
成
す
る
（
九
八
三
年
）
以
前
の
も
の
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
写
本
の
大
蔵
経
と
考
え
ら
れ
、
文
宗
以
後
は
契
丹
版
大
蔵
経
が
齎
さ

れ
て
い
る
。

（
44
） 

朴
相
国
氏
は
、
一
三
九
四
年
か
ら
一
五
五
六
年
の
間
に
日
本
に
齎
さ
れ

た
大
蔵
経
に
は
再
雕
大
蔵
経
以
外
に
も
初
雕
大
蔵
経
、
宋
版
、
元
版
大
蔵

経
も
含
ま
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
元
版
大
蔵
経
に
は
印
成
発
願
文
が

付
い
て
い
る
た
め
、
そ
の
伝
来
の
経
緯
が
わ
か
る
が
、
宋
版
大
蔵
経
に
は

印
成
発
願
文
が
付
い
て
い
な
い
。
そ
れ
は
時
代
的
な
状
況
が
元
版
大
蔵
経

と
は
異
な
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
述
べ
て
い
る
。
同
氏
も
宋
版
大
蔵
経
（
喜

多
院
の
思
渓
版
大
蔵
経
な
ど
）
は
、
朝
鮮
経
由
で
日
本
に
伝
来
し
て
い
る

と
考
え
て
い
る
（
朴
相
国
「
大
谷
大
学
의 

高
麗
版
大
蔵
経
」『
海
外
典
籍

文
化
財
調
査
目
録 

日
本 

大
谷
大
学
所
蔵 

高
麗
大
蔵
経
』
国
立
文
化
財
研

究
所
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
バ
バ　

ヒ
サ
ユ
キ　

嘱
託
研
究
員
）




